
北アルプスの表銀座 

「喜作新道」を開いた人！ 

小林 喜作 
1875年（明治8年）穂

高牧に生まれ、17歳で猟

をはじめた喜作は、同郷

の先輩である為右衛門

に案内され、槍ヶ岳の山

頂に初めて立ちます。猟

師として北アルプス一

帯の山道に精通し、案内

人として活躍します。当

時中房温泉から槍ヶ岳

の縦走に４、５日かかっ 

ていましたが、大天井から分岐して、赤岩

岳・西岳をへて水俣乗越に下り東鎌尾根を登

り、たった１日で行けるルートを３年かけて

1922年（大正11年）長男と２人で開拓しま

した。また、槍ヶ岳のたもとに「殺生小屋（現

殺生ヒュッテ）」を開業しました。 

展望がすばらしいこのルートは、人気とな

り今なお多くの登山者に親しまれています。 

<関係資料＞ 

『喜作新道』 山本茂美／朝日新聞社 1976 年 

ＤＶＤ『喜作新道』 諏訪貴士 2017年 

『長野県歴史人物大事典』 

 赤羽篤ほか／郷土出版 1989年 

安曇野の里『穂高ものがたり』 

中島博昭／出版安曇野 1978年 

本と人との出会いの広場…図書館だより 
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今年は、５回の講座を計画。その 

内４回は「地域を知る、地域を学ぶ」   

をテーマとした内容です。 

三郷郷土研究会、三郷昆虫クラブ 

の協力をいただき、下記の講座を開    

催、予定しています。 

第１回 「務台理作先生に学ぶ」(6/22) 

第２回 「虫の目で見た三郷の自然」(7/28) 

第３回 「三郷の堰を学ぶ」(9/13予定) 

第４回 「三郷の馬頭観音と人々の暮らし」(11/8予定) 

第１回講座では幾つかの質問が出て盛り上がり、アンケ 

ートには第２、第３弾の開催を望む声も複数ありました。 

また、開催日前後の２週間、『ゆりのき』ギャラリーで「 

務台理作展」を開催し、様  々

な写真に多くの来館者が見入 

っていました。 

第２回講座では、昆虫の貴重な写真を見ながら興味深い

話を聞き、昆虫の不思議な生態を知ることができました。 

それぞれの講師の方の説明 

も分かりやすく、次回の講座 

がとても楽しみです。これら 

の講座を通して、郷土に対し 

て今まで以上 

の関心や誇り 

を持っていた 

だければ嬉し 

く思います。 

 

ちなみに、残りの１回は「ハーバリウムづくり」(10/8)です。

新しいフラワーアートを体験下さい。皆様の参加をお待ち

しています。 
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実
際
に
、
図
書
館
で
働
い
て

み
て
一
番
驚
い
た
の
は
、「
閉

架
」
と
い
う
場
所
で
の
仕
事
で

す
。
閉
架
は
簡
単
に
い
え
ば

「
保
管
庫
」
で
す
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ふ
つ
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っ
て
仕
事
を
し
ま
し

た
。
保
管
さ
れ
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い
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を

せ
っ
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と
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以
前
は
「
働
く
自
分
」
と
い

う
も
の
が
全
く
想
像
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
職
場

体
験
学
習
で
少
し
想
像
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
進
路
を
考
え
る
上
で
役

立
ち
そ
う
で
す
。
僕
に
と
っ

て
、
大
変
貴
重 

な
２
日
間
と
な 

り
ま
し
た
。 

私
と
図
書
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大天井岳の岩盤に設置

された喜作のレリーフ 

小川大系作（1960年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀金図書館から 

本本ののソソムムリリエエ（（司司書書））おおすすすすめめ本本  

 

一般書  『英雄たちの食卓』 
遠藤雅司 著／宝島社 

アレクサンドロス大王の

宴でふるまわれたごちそ

う、王妃マリー・アントワ

ネットが愛したスイーツな

ど、過去の歴史の中で食べ

られていた宮廷料理を文献

資料から再現した一冊。英 

雄たちの食にまつわるエピソードや、各時代・

地域の食糧事情に関するコラムも興味深く読

めます。 

レシピ付きなので、あの偉人が味わった料理

を実際に試してみてはいかがでしょうか。 

児童書  

『それ日本と逆!?文化のちがい習慣 

のちがい ①モグモグ食事のマナー』 
須藤 健一監修／学研教育出版 

日本では当たり前だと思っ

ている習慣も、実は他の国では

マナー違反かもしれない！？

例えばお茶碗。日本ではお茶 

碗を持って食べるように言わ

れますが、韓国では食器を持ち

上げて食べるのは「いやしい食

べ方」とされ、大変行儀の悪い 

行動だそうです。 

1巻目では、主にこのような食卓のマナーに関

する文化や習慣の違いをわかりやすく紹介して

います。他の巻では、しぐさや生活スタイルな

ど様々なテーマを取り扱っているので、あわせ

て読んでみましょう。 

8月貸出ランキング 
 

一般書 
１ あやかし草紙／宮部みゆき 

〃 九十歳。何がめでたい／佐藤愛子 

〃 火花／又吉直樹 

〃 むすびつき／畠中 恵 

５ 虚ろな十字架／東野圭吾 

〃 下町ロケット〔３〕／池井戸 潤 

〃 マスカレード・ナイト／東野圭吾 

〃 満願／米澤穂信 

９ 人魚の眠る家／東野圭吾 

〃 おらおらでひとりいぐも／若竹千佐子 
 

児童書 
１ だるまさんの／かがくいひろし 

２ かいけつゾロリのだ・だ・だ・だいぼうけん後編／原ゆたか 

〃 だるまさんと／かがくいひろし 

４ かいけつゾロリイシシ・ノシシ大ピンチ！！／原ゆたか 

〃 かいけつゾロリのじごくりょこう／原ゆたか 

〃 かいけつゾロリのようかい大うんどうかい／原ゆたか 

〃 怪談オウマガドキ学園 ２５／常光 徹 

〃 ざんねんないきもの事典 続／今泉忠明 

〃 となりのトトロ／宮崎 駿 

〃 バムとケロのもりのこや／島田ゆか 
 

AV資料 
１ 崖の上のポニョ／宮崎 駿監督 

２ おやゆび姫 サンベリーナ／アンデルセン 

〃 ムーミン谷の彗星／トーベ・ヤンソン 

４ 借りぐらしのアリエッティ／米林宏昌監督 

〃 コクリコ坂から／宮崎吾朗監督 

６ トムとジェリー ２／小坂知裕 

７ あづみの健康体操／安曇野市役所保健医療部健康推進課 

〃 おばけのてんぷら／せなけいこ 

〃 カーズ／ジョン・ラセター監督 

〃 岳／片山 修監督 

編集・発行・お問い合わせ 

         中央図書館 ☎８４－０１１１ 

         豊科図書館 ☎７１－４０２２ 

         三郷図書館 ☎７６－３０７８ 

         堀金図書館 ☎７２－３６０１ 

         明科図書館 ☎６２－１１２２ 

図書館ホームページ(蔵書・資料の検索もできます) 

http://www.city.azumino.nagano.jp/site/tosho 

※
編
集
後
記
※ 

８
月
16
日
の
お
盆
の
こ

と
で
す
。
天
気
は
雨
。 

２
人
の
女
の
子
を
連
れ

た
お
父
さ
ん
が
「
神
奈
川
県

か
ら
来
た
の
で
す
が
、
こ
の

雨
な
の
で
、
図
書
館
の
中
で

D

V

D
を
見
た
い
の
で

す
が
…
」
と
い
う
の
で
す
。 

サ
ツ
キ
と
メ
イ
に
そ
っ

く
り
の
２
人
が
、「
と
な
り

の
ト
ト
ロ
」
を
、
瞬
き
も
せ

ず
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
、
お
礼
の
言
葉

を
さ
わ
や
か
に
残
し
て
。 

堀金図書館 休館のお知らせ 
年1回の特別整理期間と休館日のため、９月２５日（火）～10月１日（月）の７日

間は休館しますので、ご理解とご協力をお願いします。 
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